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１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組
む態度の各観点を考慮し，総合的に評価する。

生物学の基礎を学びます。中学までの内容と重複する箇所もありますが、より科学的な内容となりま
す。覚えるべき語句等も多くありますが、覚えるだけでなく単元ごとの内容を良く理解することが重要
です。
なお、理系大学・医療系専門学校への進学希望の生徒は「基礎」のつかない科目が必須です。「基礎」
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4編　生物の多様性と生態系　　　　　1章　植生と遷移
1節　植生とその環境　2節　植生と遷移　　3節　遷移とバイオーム

4編　生物の多様性と生態系　　　　　2章　生態系と生物の多様性
1節　生態系における生物の多様性　　2節生態系における生物間の関係　　　　　3節　生態
系と攪乱

4節　生態系の保全
授業プリント
学年末考査

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける。

生物の問題を見いだし、科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
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3節　DNAの複製と分配
2編　遺伝子とその働き　2章　遺伝情報とタンパク質の合成　1節　タンパク質　　2節　タ
ンパク質と遺伝情報　3節細胞分化と遺伝子

3編　ヒトの体の調整　　　　　　1章　体内環境と情報伝達　　　　　　　　　　　　　1節
体内環境 2節　神経系による情報伝達　3節　ホルモンによる情報伝達
4節　血統濃度と調節

授業プリント
中間考査

3編　ヒトの体と調整　　　　　　2章　免疫のはたらき　　　　　　　　　　　　1節　免疫
のしくみ　　2節　免疫記憶

3節　免疫とさまざまな疾患
授業プリント

期末考査
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1編　生物の特徴　　　1章　生物の多様性と共通性
1節　生物の多様性　 　                                                   　　　2節
生物の共通性

3節　細胞の特徴
1編　生物の特徴　　　2章　生物とエネルギー
1節　生体とATP

授業プリント
中間考査

2節　酵素のはたらき　3節　呼吸と光合成
2編　遺伝子とその働き　1章　遺伝情報とDNA　　               　　　　　　　1節　生物
と遺伝子

2節　DNAの構造
授業プリント

期末考査

学習の到達目標

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識を
もって観察、実験などを行い、生物学的に探求する能力と態度を育てるとともに、
生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を身につけ
る。

教科書・副教材 東京書籍「新編生物基礎」　、東京書籍「ニューサポート新編生物基礎」

学習内容 試験・課題・提出物等

教科名 科目名 科 コース

理科 生物基礎 普通 全コース


